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会社紹介

・ 社 名 千代田電子工業株式会社

・ 本 社 豊川市穂ノ原 (工業団地内)

・ 設 立 昭和４４年７月

・ 資本金 １２，０００万円

・ 営業品目 ワイヤーハーネス・

光ハーネス製造販売

ユニット組立

・ 従業員 １７０人 (中国→７５０名)

・ 工 場 本社工場、牛川工場、岩村工場

海外→塘廈工場、嘉興工場

・ 営業所 本社営業、関東営業、中央道営業

香港営業、( 嘉興営業 )
・ 客 先 事務機器、電子部品、通信機器、医療機、遊戯機

・ 電 話 ０５３３－８４－３１１５



新規事業展開の経緯

・事務機客先の海外展開に伴う国内工場の空洞化が進み

、将来の事業展開に不安が出てきた。

１．国内空洞化対応施策 ⇒ ＱＣＤの向上

・設計／技術力の強化⇒ハーネス設計のＣＡＤによる自動化

・業務のスピードアップと管理強化⇒生産管理システムの再構築

・ＩＳＯのレベルアップ⇒ＩＳＯ－９００１切替、１４０００取得

・多品種、少ロット、短納期対応の推進。

２．ハーネス以外の柱事業の構築

・超音波半田付け性改善装置開発 →２０００．１～

・結束工具の開発 →２０００．３～

・光ファイバー加工の事業化等 →２００１．４～

・果実測定機の開発 →２００２．４～



新規事業展開の技術と市場

⇒光ファイバー加工

＊非破壊果実測定機

・超音波半田付け改良装置

＊結束工具(中断)

新規

製品

技術

⇒遊戯業界参入

・機器用ハーネス主体

・ＯＡ業界主体

⇒ユニット加工

既存

製品

技術

新 規 市 場既 存 市 場製品

ニッチ市場のポジション



新規事業展開経過
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特許導入の経緯

①開発の基本 ・千代田にて研究はしない(出来ない)
姿勢 ⇒他社の特許導入か大学との共同開発

②開発製品 ・結束機 ⇒ 特許購入→６年で中断

・超音波製品 ⇒特許借用→２年で中断

・果実測定器⇒京大特許ＯＰ→２年で中止

＊豊橋技科大との共同開発

③果実測定器 ・京大⇒愛知県の特許ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰの紹介

・豊橋技科大⇒渥美農高との｢ｶｸﾒﾛ｣記事

④連携、支援 ・愛知県⇒特許支援→調査、申請ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

・中小機構⇒ﾍﾞﾝﾁｬｰ支援、販売/ﾃﾞｻﾞｲﾝ支援

・ｻｲｴﾝｽ・ｸﾘｴｲﾄ⇒都市エリア事業、市場調査

産業ｸﾗｽﾀｰ展開、豊橋市支援



超音波技術の導入

① テーマ ・超音波技術利用による鉛レス半田の濡れ性改善

② 動 機 ・環境規制の強化により、鉛の使用が禁止される

こととなり、鉛レス半田での半田付け性改善の

ために、超音波による改善にトライした。

③ 技 術 ・地元豊橋の超音波機器メーカーである、

本多電子さんの公開特許の借用と技術指導並び

に超音波装置の提供を受けて進めた。

④ 結 果 ・２年間テストを行ったが、実用レベルまでの改善

に至らず断念することにした。



結束工具特許の導入

① テーマ ・全手動結束工具の開発

② 経 緯 ・某証券会社の紹介により、東京のベンチャー開発会

社の特許譲渡の話があり、○千万円にて１ヶ月の

検討期間にて導入を決め、開発を進めた。

③ 技 術 ・開発プロトタイプ図面と玩具のような壊れそうな試作

機の提供と、２～３回の説明打合せのみ。

④ 結 果 ・衣料用の工具が基であったため、トルク不足状態に

あり、大幅な改造が必要となって、予想を上回る開発

期間となり、９０％のﾊﾞﾝﾄﾞ送りレベルにて中断した。

⇒果実測定器１本に絞ることにした。

＊電動結束器→１００万円⇔本製品→３万円台



光ファイバー加工技術の導入
① テーマ ・光ファイバー加工技術の習得と事業化

② 経 緯 ・電線を使った機器用のハーネスの国内生産の減少か

ら、電線ハーネスと類似形態であり、これからの産業

と しての光ファイバーの生産に踏み切った。

③ 技 術 ・ＮＴＴの有料技術講習会にて技術習得を行い、１年間の

準備にて某会社の下請けとして事業を開始した。

・上記発注元とのコンタクトにより３～４年にて実践技術

の習得も行うことが出来た。

④ 結 果 ・光産業のバブルがはじけ発注元の会社が倒産し、結果

として発注元の光ファイバー部門である沼津工場を買

収し現在に至るも、依然として収益状況は好ましくない

⑤ 今 後 ・産業機器用の特殊技術のファイバーに特化し生き残り

図るよう進めている。



果実測定器特許の導入１

① テーマ ・非破壊果実測定器の開発

② 経 緯 ・愛知県の元特許アドバイザーの森さんから、京都大学

の特許を（関西ＴＬＯを通じて）利用した製品開発をしな

いかと持ちかけられた。

・三河／渥美地方は果物が多くあり地元に近いのと、大

学の技術が活用できる為、２年間のオプション契約(専
用実施権)を行い、開発をスタートさせた。

③ 技 術 ・京都大学農学部の謀教授の指導のもと、実験機を製

作し試作まで進めた。

④ 結 果 ・メカ式の古い技術であった為、糖度、硬度ともに予測値

が今１歩の状況にて実用化出来ないと判断し断念。

・後で分ったが、結局この特許は成立しなかった



果実測定器の共同開発

① テーマ ・分光方式による果実糖度・熟度の産学官協同開発

② 経 緯 ・地元の豊橋技術科学大学と渥美農高との、カクメロ

(四角いメロン)の切断面の糖度分布を画像処理で表

現する記事が新聞に出て、この技術を非破壊用に応

用出来ないか、サイエンス・クリエイトを通じ大学に申

し込み、文科省の都市エリア事業として進んだ。

③ 技 術 ・大学の画像処理技術、データ解析技術、千代田の

製品開発技術を合わせて、フィルター方式による非破

壊測定器を６年かけて開発。

④ 結 果 ・６回の試作機の開発にて実用化にこぎつけ、５月量産

６月発売の予定に至った。

＊多数の機関／人の支援を戴き感謝しています。



特許申請登録

１．基本特許 ・‘０５年２月出願 ⇒技科大との共願にて

・‘０８年２月審査請求⇒審査中

２．周辺特許 ・‘０８年５月出願 ⇒検量線の傾き補正

*千代田電子単願

３．商標登録 ・‘０７年１１月出願 ⇒“おいし果” 商標

・‘０８年 ７月登録

４．意匠登録 ・‘０８年７月出願 ⇒ミニハンディー機

*特許ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰの指導により *千代田にて出願

・‘０９年３月出願 ⇒新デザイン機

・‘０９年１１月登録



技術(特許)導入一覧
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“ お い し 果 “



果実測定器開発の動機

① 地域環境 ・渥美、豊橋地域は生鮮野菜や果実の産地として

全国でトップレベルにある。

② 生産者 ・近年の経済発展と生活文化の向上に伴う需要が

伸びている、こうした需要に対し、安定した供給を

維持するためには、徹底した品質管理とその効率

化が必須である。 ＩＴ農業化への支援

③ 消費者 ・また近年、食品の安全性や品質評価に対する

関心が急速に高まっており、目視に代わる客観

的な品質計測手法の確立が急務とされている。

④ 現状装置 ・現在、撰果場などに設置してある市販の装置は

高価で糖度のみを主体とした計測器である。



商品の特徴

① 機 能 ・糖度と熟度の両方測定。

・収穫時期(糖度)予測、食べ頃予測もできる。

② 用 途 ・大形果実のメロンとスイカの測定ができる。

・大中形果物が測定できる兼用タイプ。

・生産農家、流通段階での使用が狙い。

③ 構 成 ・小形で軽量なハンディータイプ。

・オプション取付けにて卓上型にもなる。

・分光器を使わずフィルター使用にて安価に。

④ 価 格 ・３０万円前後と他社比非常に低価格である。

⑤ 性 能 ・０．５秒と測定時間が短い。

・簡易検量線補正機能にて、精度ｱｯﾌﾟが可能



用途と効用

● 生産農家 ・収穫タイミング、出荷時の品質管理が適切に行

え信頼性が向上する。

・科学的な計測法の採用でより良い栽培方法の

確立と後継者育成に役立つ。 ＩＴ農業

● 流通関係 ・仕入れ時の品質確認に利用し、品質保証できる。

・消費者サービスが出来、他店との差別化がで

きる。

● 飲食関係 ・仕入れ時の品質確認とお客様へのサービス向

上に役立つ。

● 消 費 者 ・自分の好みの甘さと食べころが選択できる。



商品の位置付表 ＊ベンチマーキング

７５０ｇ１．２Ｋｇ本５００ｇ５Ｋｇ６００ｇ重 量11

SEC0.5以内検量線対応精 度10

１個搭載別売り２個搭載検 量 線９

１０００件４０００件２０００件ﾃﾞｰﾀー記憶８

2000回以上5000回以上２０００回測定回数７

１．５秒約１２秒１．５秒2～15秒０．５秒測定時間６

中果物7中果物4中果物4大中小8大中 8測定対象５

糖、熟、酸糖度糖度糖度、酸度糖、熟、異測定項目４

１５０万円４８．７万８０万円１６０万円(３０)万価 格３

FQA-NIR GUNアマミールアマイカﾌﾙｰﾂｾﾚｸﾀｰおいし果商品名２

ﾊﾝﾃﾞｨｰ携帯型ﾊﾝﾃﾞｨｰ携帯型ﾊﾝﾃﾞｨｰタ イ プ１

ＫＫＴＡＫ千代田項 目



測定原理

糖度計

糖度・熟度を既知の手法で測定

携帯型果肉硬度計

Light DetectorFilter

検量線

糖度または熟度 透過光強度
y = bXy X

フィルタ透過光強度を測定

干渉フィルタ 光強度検出器

検量線を用いてフィルタ透過光強度から糖度・熟度・食べ頃を同時に推定検量線を用いてフィルタ透過光強度から糖度・熟度・食べ頃を同時に推定

熟度検量線検証
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計測のみならず、データ（品質）管理、トレーサビリティとの連携を模索計測のみならず、データ（品質）管理、トレーサビリティとの連携を模索

相関プロット



装置開発の経緯
小形軽量化

装
置
サ
イ
ズ

大

小

実験機

卓上１号機

携帯型１号機

他果実対応

卓上型２号機

プリンタ搭載

バッテリ搭載
さらなる小型化

量産

⇒フィルタ方式 ハンディー機分光方式

‘０９

‘０８

‘０４ ‘０５ ‘０７‘０６ ‘０８／０
９



小型ハンディー機の仕様と外観

主な仕様

・近赤外ﾌｨﾙﾀｰ分光方式

・大中果物の糖度、熟度

・定価 ⇒３０万円前後

・小形軽量⇒６００ｇ

・測定時間⇒０．５秒

・ﾊﾞｯﾃﾘｰ充電⇒２０００回

個選農家向けの普及機



連携体制

・豊橋技科大 中内教授

・京大 関西ＴＬＯ

・都市エリア 市場調査

・新都市ｴﾘｱ 補助金

・ﾍﾞﾝﾁｬｰ支援 補助金

・販売支援 ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

・ﾃﾞｻﾞｲﾝ支援 工業ﾃﾞｻﾞｲﾝ

・特許ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

・渥美農高 ﾒﾛﾝの提供

・メロンの提供 温室測定

・モニター 梨、メロン

・評価 梨

１．技 術 大 学

２．サポート サイエンス

・クリエイト

中小機構

３．特 許 愛知県

４．果 物 農業高校

ﾄﾖﾊｼ種苗

５．評 価 千葉農総研

愛知農総試



連携経過

評価愛知農総
試

９

ﾓﾆﾀｰ梨千葉農総
研

８

ﾓﾆﾀｰｶｸﾒﾛ提供メロン渥美農高７

新事業
支援

豊橋市６

意匠商標申請仲介愛知県特
許ｱﾄﾞﾊﾞｲ
ｻﾞｰ

５

デザイン販売ﾍﾞﾝﾁｬｰ
支援

結束機中小機構４

ｸﾗｽ
ﾀｰ

食農エリア都市調査⇒サイエンス・
クリエイト

３

ﾌｨﾙ
ﾀｰ

分光豊橋技科
大

２

ＴＬＯ京大１

‘０９‘０８‘０７‘０６‘０５‘０４‘０３‘０２機 関



展開事例

● 温室でのメロンの糖度測定

● 豊橋牟呂町農家のトマト測定 ⇒ モニター

● 豊田藤岡の桃、梨、柿測定 ⇒ モニター

● 石巻次郎柿測定 ● 蒲郡ミカン測定

● 白菜の糖度測定 〇 たべりん王国モニター

● 千葉県農業総合研究センターの梨測定

● 三重県紀南果樹研究室のアテモヤ測定

〇 愛知県農業総合試験場との機能性評価



連携のまとめ

良かった点

・新技術の導入が出来た。

・特許、デザイン、販売支援

等のメーカーに必要なノウ

ハウが習得できた。

・補助金を戴けたので、製品

開発予算上助かった。

・新製品開発、新規事業展

開に必要な体制整備、ネッ

トワークが出来た。

・特許ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ有難かった

苦労した点

・大学、官公庁との付合い

方、文化の違い。

・補助金等の手続きが、や

やこしくて細かいのにてこ

づった。

・資料作成、打合せ等に時

間がかかり、開発の足を

引張られた。

・特許専任者が居なく理解
に苦労した。



今後の技術移転の展開

千代田電子として

① 中小企業が研究開発的な陣容を持てない為、特許等の技術導入
は有効であり、今後も機会があれば進めていきたい。

② 果実測定器の関連技術で在れば、事業化のメドが立った時点に
て 、姉妹機、関連商品を品揃えの一貫として取り入れたい。

③ 特許導入(流通)だけでは実用化が難しいため、総合的な支援体制

／アドバイス／情報提供を望む。



知的財産権活用

① 感 想 ・特許導入してもそのまま使えなく、実用化までが大変

であり、成功するかどうか見通しも難しい。

・周辺の支援／協力を得、忍耐強く粘って進めて行く

ことにつきる。

② 提 言 ・特許(技術)導入はきっかけであり、事業化までに総

合的な支援が必要である。

＊下請け外注的な企業がメーカー体質に脱皮しようとする場合、異分
野進出、市場開拓コースは大変である。知財の活用レベルをはる
かに越えている。



技術移転事業者への期待

＊今回の経験から

・特許＋技術(ノウハウ)＋生産技術＋品質保証＋販売体制が必要。

① 特許流通のみにとどまらず、周辺技術／ノウハウの紹介・アドバイ

ス等も合わせて期待したい。

・当初の森アドバイザーには関連技術等の紹介もいただき、開発を進

めることが可能となりました。

② 各支援機関等の紹介／仲介も合わせて期待したい。

・今回は地元の第三セクターである、㈱サイエンス・クリエイトさんに

お世話になり諸支援を得ることが出来ました。



お わ り

ご清聴ありがとうございました！！
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